
　閻魔市の起りは明和二年（1766）、当時は耕作馬や役馬が売買される馬市だったといわれています。

馬市は60年位ですたれ、その後は閻魔堂の境内を中心とした見世物や露店が並ぶ祭礼市に変わって

きました。越後の雪消え後の最初の市でもあり、信州や関東の香具師も集まり、田植えが一段落した

時期と重なり、近郷近在の方々も繰り出して賑わって来ました。

　又、閻魔堂の裏手は公然の賭博場となり、陣屋の役人も黙認だったそうです。

　越後の三大高市として今も賑わっています。

240年の伝統を誇る閻魔市 毎年6月14～16日に開催されます。
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2009－2010年度 一年を振り返って

　2009 － 2010 年度、第 2560 地区（新潟県）のガ
バナーを拝命しての 1 年間は、日本では初めて
の障害者であるガバナーに苦労はかけられない
との思いに、ガバナースタッフの皆様、そして
ホスト・コホストクラブの柏崎東・柏崎中央・
柏崎ロータリークラブの皆様の結束した絶大な
るご支援の賜物によりまして、私自身も楽しい
ロータリー・ライフを送る事が出来ました事に、
心より感謝申し上げます。
　ガバナーとしての業務は確かに激務で有る事
は否定いたしませんが、ガバナー・エレクトの
時代の方が、精神的にも重圧が掛かっていたの
ではないかと思われます。でもこのガバナー・
エレクトの経験が、ガバナーになった時に大変
役に立っていたと言う事も事実なので有ります。
エレクトの時に、地区運営方針（－ロータリー
の心と原点を大切に－「思いやりの心で、友情

を深める」）の策定、地区役員の皆様・地区の各
委員会の委員長さんや委員の皆様・そして一番
大切な地区幹事さんや地区資金委員長さんの任命、
そしてガバナーとしての各種研修会に参加、等
いろいろな事項が山積みなのです。でもこのよ
うな経験を積ませて頂く事により、ガバナーに
なってからは、スタート・ダッシュが上手くい
けば、ガバナー在任の 1 年間は、アッという間
に終了に近づいて行くのです。公式訪問を県内
57 クラブさせて頂いて初めて解った事は、各ク
ラブはそれぞれの歴史と伝統に裏打ちされた素
晴らしい奉仕活動を展開しているにも関わらず、
その情報が自クラブにしか残っていなく、同地
域内のクラブとの情報の交換がないままで運営
されている事に愕然としました。各クラブの素
晴らしい事業や、やり方について所属する地域、

ひいては分区内で、また出来得るならば 2560 地
区としてお互いの情報を共有化する事が出来れば、
もっと素晴らしい活動が展開されるものと思い
ます。当面は毎年作成している「クラブ現況報
告書」を交換するところから始められてはいか
がなものかと考えてみました。しかしこれらの
報告書には、かなりの個人情報も含まれていま
すので、慎重に対処しなければなりませんが、
クラブの歴史と伝統の上に立った素晴らしい事
業を、そのクラブだけで終わらせては、大変も
ったいない話であります。各クラブ単位での活
性化には限界が有ります。お互いの情報交換に
より、自クラブの良い所は真似てもらい、相手
の良い所を取り込む事により、ロータリークラ
ブとしてさらなる向上が考えられるものと思い
ます。
　そして私達ロータリアンは、自分の職業を通
じての奉仕活動をもっと推進すべきではないで
しょうか。いろんな奉仕活動を展開する事も大
切な事では有りますが、地に足の着いた、そし
て私達自身が楽しんで活動できる事業こそが、
ロータリーの事業といえるものだと思います。
明るい地域社会と豊かな文化が香る魅力ある地
域づくりに向かって、今年より来年、来年より
再来年、さらにロータリーを強くそして楽しく
して行く事が私達に課せられた任務ではないの
でしょうか。最後になりましたが、関係者全て
の皆様のおかげで、何とかガバナーとしての大
役を終了する事が出来ました事に感謝申し上げ、
皆様方の益々のご活躍をご祈念申し上げ、御礼
に変えさせて頂きます。
　この一年、感動をありがとうございました！

植　木　康　之

国際ロータリー第2560地区
2009－2010年度ガバナー



　2008 年（平成 20 年）11 月 6 日（木）、植木康之

ガバナーエレクト主催のアシスタントガバナー

（AG）研修出席の為、薄曇りの柏崎駅前に降り

立った時が私の AG としてのスタートラインで

した。あれから約 1 年半余りが過ぎた今、様々

な思い出が走馬灯の様に脳裏に浮かんで来ます。

第 2 分区から第 7 分区の同僚 AG の皆様方とお会

いしたのもこの時が最初でした。同年 12 月 13

日（土）には第 1 回地区運営会議が開催され、各

大委員長や地区役員の方々と植木年度での職務

分担を確認しました。年が明けた 2009 年からは

「 P E T S 」や「地区協議会」、数回に及ぶ「地区

運営会議」、そして 10 月 18 日（日）、第 2560 地区

全ロータリアンにとって最大の式典である「地

区大会」へと一気に加速して行きました。私に

とって忘れられない行事の一つに、所管する第 1

分区インターシティミーティング（IM）があり

ました。瀬波温泉「夕映えの宿・汐美荘」に、

大滝村上市長様、吉田パストガバナー様をご来

賓にお迎えし、分区内 9 クラブから約 150 名の

会員が一堂に会して、「話そうよ、ロータリーの

心と原点を」をメインテーマに開催されました。

参加された会員からは「アルコールを交えて本

音でトークが出来た。今までに無い形式で、大

変良かった」とお褒めの言葉を頂戴致しました。

私やホームクラブ（村上岩船ＲＣ）にとっては、

初めての主催であり、新しいスタイルでもあっ

たので心配しましたが、ホテルの玄関でお見送

りした際の皆様方の「満面の笑顔」が全てを物

語っていました。また 2009 － 2010 年度は、第 1

分区内で御目出度い周年行事が相次いで開催さ

れました。村上ＲＣの 50 周年、水原ＲＣの 50

周年、豊栄ＲＣの 40 周年、そしてホームクラブ

村上岩船ＲＣの 10 周年。どのクラブもそれぞれ

の歴史を感じさせる素晴らしい式典でした。ま

だまだ沢山の楽しい思い出が泉のごとく湧いて

来ていますが、そろそろ筆を置かなくてはなり

ません。

　植木ガバナーはじめ、お世話になりましたす

べての方々に御礼を申し上げ謝辞と致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平家物語より）
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（村上岩船ＲＣ）
瀬　賀　秀　雄

国際ロータリー第2560地区
第 1 分区アシスタントガバナー

ロータリーの友情に感謝

2009－2010年度アシスタントガバナーより2009－2010年度アシスタントガバナーより
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（新潟南ＲＣ）

国際ロータリー第2560地区
第 2 分区アシスタントガバナー

　　橋　　　登高

　船は快適に、五月の越佐海峡を進む。友は満

ちたりた、晴れ晴れとした表情をしていて、傍

らにいるわたしまで清々しくなる。そう、今日は、

佐渡ＲＣの創立 40 周年記念式典に、植木ガバ

ナーと臨むのだ。航海は誠に順調で、この一年

の植木年度を象徴しているかのようだ。

　顧みますに、植木康之さんが、ガバナーに指

名されなければ、そして AG 担当年度が新潟南

ＲＣでなければ、わたしは AG などとは無縁の

存在でした。まさに晴天の霹靂で、ガバナーとの

連絡係として、第二分区の AG を拝命しましたが、

実際は名のみ、分区のみなさまには、ただただ

ご迷惑をかけてしまい、誠に申し訳なく、心か

らお詫び申し上げます。幸い、みなさま方の温

かな、ご指導・ご協力・ご激励のおかげで IM も

大過なく幕を閉じることが出来ました。地区方

針の「思いやりの心で、友情を深かめる」から、

IM のテーマは「知人から友人に・友人から親友

に・親友から刎頚の友に」とし、臨みましたが、

些かでも、みなさま方に寄与出来ましたなら、

それは望外の喜びです。

　この年度は周年行事が多く、新潟ＲＣの 70 周年、

新潟南ＲＣの 50 周年、そして佐渡ＲＣの 40 周

年と続きました。それぞれ、格調高く、華やかに、

又手作りの良さをと、各クラブの特色が出てい

ましたが、底流には奉仕の精神が脈々と、息づ

いていました。周年行事こそありませんでしたが、

新潟東・新潟西・佐渡南・新潟北・新潟中央・

新潟万代各ＲＣそれぞれも、みな素晴らしい奉

仕活動をされ、地域に貢献されている姿をみて、

第二分区は全ての会員が模範的なロータリアン

なのだ、と今、心から実感しています。

　何処に行っても、植木ガバナーの飾らぬ人柄

に触れたロータリアンの評価は高く、AG という

前に一人の友として、心から誇らしく思いました。

植木ガバナーは、爽やかな風そのもの、一陣の

涼風が駆け抜けた、そんな一年でもありました。

　昨夜の佐渡ＲＣの温かな歓迎の余韻の中で、

目覚めた。今朝の佐渡は、わたしたちが、島を

去るのを悲しむかのように、山も海も泣いていた。

雨に煙る島を後に、いつの日か、植木さんと、

今度は刎頚の友として、この地を訪れたいと、

その思いを強くした。

爽やかな風とともに



ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2560

5

　月日は早いもので 2009 － 2010 年植木ガバナー

年度もあますところわずかとなりました。準備

期間を入れて約一年半植木ガバナーをはじめ

地区役員の皆さん、6 人の AG その他大勢の人

との出会いがありました。本当に過ぎてみれば

第 3 分区各クラブの皆さん、我が新津中央ロー

タリークラブの皆さんの協力でなんとか無事終

わりそうです。感謝、感謝、感謝です。特に植

木ガバナーは人間的な感性豊かな人でやさしく

大変思いやりの有るガバナーで第 3 分区クラブ

訪問では大変歓迎され、そして皆さんに感銘を

与えてくれました。9 月 12 日の IM においては

パストガバナー渡辺敏彦さんによる「私とロー

タリー」という基調講演、NHK 文化センター社

長斉藤洋一郎さんによる「スポーツ『一流の条件』」

という演題で講演を頂きました。大変好評で盛

会のうちに IM を終了する事ができました。

　第 3 分区 AG として残念だった事は、再三各ク

ラブに出席率向上と退会防止そして会員獲得を

お願いしましたが、何人か会員が亡くなったり

不況のあおりで廃業の方が何人かでました。第 3

分区では会員の減少があり大変残念な結果とな

りました。次年度は頑張ってもらいたいと思い

ます。

　突然 AG を拝命され一年半頑張ってきましたが、

大勢の人の出会いとそしてたくさんの人に好意

をもって迎えられて楽しい面もたくさんありま

した。柏崎での会議、またクラブ訪問など約 40

回の出席となりましたが、誰でも AG をやれる

と実感しました。金に替えられない大変良い経

験をさせて頂きました。特に他の AG の皆さん

には大変お世話になりました。本当に素晴らし

い人たちで本当の友達になってしまいました。

大変ありがとうございました。

（新津中央ＲＣ）
遠　山　悦　男

国際ロータリー第2560地区
第 3 分区アシスタントガバナー

アシスタントガバナー  一年の所感
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　初夏を迎え、植木年度の任期も残すところ

一ヶ月を切り、東山年度へのカウントダウンが

始まり、例年の如く次年度への引継ぎが勢力的

に進められております。

　そのような状況に於いて、植木年度を顧みて

総括する余裕もまだありませんが、「あっ・・。

終わりなんだ」という感慨があります。準備も

含めると約一年半の期間、様々な事が思い起こ

されます。

　私は、この機会に於いて数々の経験、そして

体験があり貴重な勉強をさせて頂きました。

ロータリアンとして企業人としても、また人と

して大変有意義で充実した年度を過ごすことが

出来ました。

　第 4 分区には、11 のロータリークラブがあり

ますが、その各クラブへの訪問、そして交流に

於いては各々特徴と個性があり、魅力に満ち溢

れたクラブばかりでありました。

　また、各々のクラブに於いて、「ロータリー大

好き人間」の素晴らしい会員が沢山居られ親し

いお付き合いをさせて頂く等、感動・感激の連

続でした。PETS・地区協・地区大会・ガバナー

公式訪問、IM や AG クラブ訪問等、年度での様々

な事業や活動に於いて、温かい御協力と熱いご

支援頂を賜り、大変御世話になりました。この

様に、何とか職務を遂行し無事終えることが

出来ました事は、皆様のご助力と友情の賜物と

厚くお礼申し上げます。

　今年度のテーマもタイムリーで素晴らしかっ

たと実感し、確信致しました。

　国際ロータリーのテーマ「ロータリーの未来

はあなたの手の中に」その意味は、会員とクラブ、

そして地域の夢、その実現の場が「ロータリー」

にあるのだと理解しました。

　第 2560 地区のテーマ「思いやりの心で友情を

深める」その意味は、人は一人では生きられない、

そして人間関係が最も大切な基本である。だか

ら人と人との繋がりや、絆を深め大切にする事

を学び、大変参考になりました。

　「ロータリー」としての活動は、地域に根差し、

青少年の育成や地域の活性化に貢献等、地域と

の関わりを、深く強くしていく事が大切と痛感

致しました。

　「テーマ」を提唱され指導を頂いた、国際ロー

タリー会長・ジョン・ケニー氏と地区ガバナー・

植木康之氏の両指導者に深甚なる感謝とお礼を

申し上げます。

　最後に、第 4 分区の 11 クラブそして、ホーム

クラブの三条北ロータリークラブの皆様からは、

この一年間のご指導、ご協力、友情ほんとうに

ありがとうございました。

　地区の同僚アシスタントガバナーの皆さん、

すばらしい出会いあり厚い友情とご厚誼ありが

とうございました。今後とも末永いお付き合い

宜しくお願いし、私 AG 年度のお礼と所感に

いたします。

アシスタントガバナー  一年の所感

（三条北ＲＣ）

国際ロータリー第2560地区
第 4 分区アシスタントガバナー

米　山　忠　俊

46
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　第 5 分区アシスタントガバナーの活動は私の

30 年のロータリー生活の中で格別なものがあり

ました。分区内の各クラブの活動が改めて理解

でき、伝統のあるクラブの味、新興クラブの味、

それぞれがロータリー活動を通じて友情と好意

を深めておられることを改めて実感いたしました。

　植木ガバナーの地区方針「ロータリーの心と

原点を大切に」・「思いやりの心で友情を深める」

の方針に基き、第 5 分区 AG をお受けして 6 月末

を持って任期の終了を迎えようとしております。

この厳しい経済状況の中で会員増強に苦しみな

がらも頑張って成果を出しておられるクラブも

あり感謝申し上げております。

　リーダーシッププランの採用により、アシス

タントガバナーは、地区ガバナーの管理上の任

務を分担することにより地区を活性化すること

を目標にしておりますが現実には植木ガバナー

の活動援助となり得ず忸怩たる思いであります。

しかし私自身としてはアシスタントガバナーの

職務を通じて第 5 分区内の多くの会員さんと親

しくお付き合いの機会を頂いたことは何より大

きな財産であり友情の有り難さを身にしみて感

じております。この大きな財産を生かして自分

の人生の活性化に役立ててまいりたいと思います。

　最後に植木ガバナーより 2012 － 2013 年度のガ

バナーを第 5 分区内から推薦を出すよう依頼さ

れておりましたが遅々として進まず 6 月 1 日現

在推薦することに至らず誠に申し訳なく思って

おります。残された時間内で最後の努力を致し

ます。

　会員の皆様方一年間誠に有難うございました。

皆様の御協力に感謝申し上げます

（長岡東ＲＣ）

国際ロータリー第2560地区
第 5 分区アシスタントガバナー

上　村　國　喜
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　最初にクラブ会長や諸先輩方に AG を受ける

よう依頼された時は、職業柄、平日の日中は長

時間家を空けていられないし、第一その器では

ないと固辞していたのですが、大勢で何回も押

し掛けられ、その問答を繰り返しているうちに、

タイムリミットの 11 月の末になってしまい、や

むを得ず大役をお受けしてから早いもので 1 年

半が経とうとしています。

　柏崎に召集を受けた最初の顔合わせの時に、

植木ガバナーから、せっかく与えられた使命、

自らも楽しみながら遂行して行きましょうと言

われ、私もどちらかと言えば楽天家の方ですので、

すっかり肩の荷が下りた思いでした。

　以後ガバナー公式訪問を含め、分区内の各ク

ラブを 4 回訪問させていただきましたが、その

都度、各クラブから心あたたまる歓迎をしてい

ただいたり、また、微妙に違う各クラブの例会

運営をつぶさに見させてもらったり、参加させ

てもらったりして大変良い勉強になり、また貴

重な体験ともなりました。各クラブの会長さん、

幹事さんはじめ皆様方、本当に有難うございま

した。

　一ヶ年を振り返って一番印象に残っているのは、

やはり分区の IM でしょうか。この時も皆さんそ

れぞれご多用の中、しかも遠方のクラブからも

大勢の皆さんがかけつけて下さり、おかげさま

で盛会裏にしかも有意義に終わらせていただく

ことが出来ました。企画の段階から準備にと大

変なところももちろん多々あったところですが、

今となれば楽しい想い出の 1 コマになっています。

ご協力に感謝、感謝です。

　もう一つ運が良く有難いと思ったことがあり

ます。それはガバナーの輩出クラブが柏崎だっ

たことです。10 回近くも柏崎へ会合やら研修会

で通いましたが、マイカーだと私のところから 1

時間半程の距離で、気分転換のドライブに丁度

良い道のりでした。そのかわり、いつも車でし

たので、交流会があったときにはビジネスホテ

ルに泊っての朝帰りになりましたが、それも今

振り返れば楽しかった想い出の一つになってい

ます。

　いずれにせよ約 1 年半の間、いろいろな方々

に大変お世話になりました。有難うございました。

8

（津南ＲＣ）
粉　川　正　男

国際ロータリー第2560地区
第 6 分区アシスタントガバナー

アシスタントガバナーの任を終えて
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（糸魚川ＲＣ）

国際ロータリー第2560地区
第 7 分区アシスタントガバナー

大　島　證　道

　第 1 回目訪問は、昨年 5 月から 6 月にかけ第 7

分区内 9 クラブを訪問しました。

　RI 会長の「強調事項」「要請事項」「長期計画」

と第 2560 地区運営方針「思いやりの心で友情を

深める」－ロータリーの心と原点を大切に－「重

点目標」を各ロータリークラブ訪問時に挨拶に

取り入れ、確認方々お願いしました。また、各

クラブの会長・幹事エレクトとの懇談の機会を

持ちました。「会員の退会防止と会員増強」「財団・

米山寄付」「例会の運営」（魅力あるプログラム、

出席率向上）「会員相互の理解と友情、親交」（親

睦交流事業、他）、新会長としての事業や会運営

など心がけたいもの、抱負などお聞きし、他ク

ラブの例など交え懇談しました。

　分区内の会員増強の目標が 2 ～ 4 名増が大半で、

既に目安ありもあり心強く感じました。退会防

止に関しては、会員の高齢化、体調不良、経済

状況悪化等課題山積ながらクラブ内で種々話し

合われ工夫、前向きな努力に敬意を表しました。

財団や米山も目標に向け独自の色々な取組を考慮、

所期の目標達成を期待しました。クラブ奉仕では、

関川クリーン作戦、公園の清掃、老人施設等の

慰問、不法投棄回収ボランティア、植栽及び環

境整備、過去の周年事業の手入れ、美化活動、

小中学生対象の作文事業、単老昼食招待事業、

身障者用のガイドマップ作り等々多彩な事業の

取組、地域に役立つ奉仕活動が展開されています。

　2 回目の訪問は、新年度を迎えての成果、公式

訪問の受入れ準備状況把握と調整。3 回目は植木

ガバナー公式訪問に同道。ガバナーからは、各

クラブ毎にきめ細かな指導と助言を戴き、増々

の会の活性化に向けて思いを新たにいたしました。

　本年 5 月と 6 月初めに 4 回目の訪問が終わりま

した。年度当初の思い、事業計画等の消化状況、

年間の成果、反省点、次年度へのつながりを聞き、

益々の発展を期待しました。

　4 回に渡る訪問の中で未熟な私でありましたが、

快く歓待戴きご理解ご協力を賜りましたこと、

心から感謝とお礼を申しあげます。

一年間を顧みる
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【会員増強委員会】について

　すでにご承知のようにリーマンブラザーズの

ショックによる景気の後退とその影響下でどれ

だけの会員増強を計れるかは委員会における全

員の一致した問題として捉えていた所でありま

した。ガバナーの意見もありまして「退会防止

に軸足を…」がテーマとして進めていく事にし

た次第です。

　最初に 2009 年 5 月 23 日の地区協議会は第 2

セッションにおいての予め進めていた、新入会

員の「アンケート調査」をベースとした入会時

の対応から「ロータリー精神」と「価値観」また、

各クラブにおける会員増強委員長の活動の実態

などの意見交換を通して会員増強へのあるべき

姿を追求していきました。

　次に 2009 年 7 月 13 日に行った「2009 － 10 年

度会員増強セミナー」ではテーマ 1 ～テーマ 7

までの討議を 57 クラブからの出席された 90 名

の皆さんからの活発なご意見がだされた。①新

入会員に対するフォローの重要性　②例会の雰

囲気作りの大切さ　③退会防止への施策　④地

区大会、地区協議会、IM への積極的な参加の必

要性などの実情についても取り上げられました。

　また 2010 年 3 月には「会員増強」に対する今

後のあり方として 57 クラブの入会 3 年未満、

3 年～ 10 年未満、10 年～ 20 年未満、20 年以上

の会員の皆様からロータリークラブへの意識を

お伺いすることにより一層の増強と、活性化に

向けての資料作りと問題の抽出を見出す「アン

ケート調査」を実施。4 月 22 日の「クラブ活性

化セミナー」で内容のご説明を行いました。ま

たそれぞれのクラブでのご参考になりますよう

に資料の送付をいたしました。

【地区拡大委員会】について

　話題として、出ては引っ込む難しさで、まだ

まだ努力の仕方があったのか考えさせられると

ころです。

【クラブ活性化委員会】について

　ホームページの充実については前年よりの

延長として引継ぎ、上記「クラブ活性化セミナー」

の実施によりクラブリーダーシッププラン（CLP）

について説明会を行いました。

【オンツーモントリオール委員会】

　世界大会への参加は 20 名以上となりました。

意義ある旅行となりますように期待をしており

ます。

　かなり大雑把な見方でありますが，会員増強

の重要性はこれからも永遠のテーマですが、一

年間の役目が各委員長をはじめ委員の皆様から

の熱心で、暖かいご支援の元に貴重な 1 年間を

過ごせました。心より感謝いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

地区大委員長１年の所感

2009－2010年度大委員長より2009－2010年度大委員長より

クラブ奉仕・広報委員長
（柏崎ＲＣ）

酒　井　好　道

10
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　ここ数年職業倫理をないがしろにし、多くの
企業の不祥事がテレビや新聞紙上を賑わしてお
ります。その結果、信用は一瞬のうちに失墜し
てしまいます。
　今年度の RI 会長のジョン・ケニー氏はもちろ
んのこと、植木ガバナーも職業奉仕の重要性に
ついて協調されておられます。
　職業奉仕がロータリーの本質であることから、
ロータリアンは真の意味で倫理的道徳的に行動
しなければなりません。ロータリーの「職業倫理」
に関する考え方を明確に表す言葉として引用さ
れている「四つのテスト」のカードを作成いた
しました。（表面は「四つのテスト」裏面は「職
業奉仕四つの反省」）会員の方全員がいつも携行
できますように配布いたしました。
　職業奉仕活動は今まで、多くは職場見学くら
いでなかなか目に見える活動というものが分か
りにくい委員会ですが、今年度は中学生の職場
体験学習について全クラブにアンケートをお願
い致しました。57 クラブ中 37 クラブの 265 名の
方から回答を頂きました。コメントも多く、と
ても参考になりました。
　この結果は、各クラブの職業奉仕委員長さん
宛に発送済みです。特に上越市では全中学校が 5
日間の職場体験に取り組んでおります。これは
上越市キャリア・スタート・ウィーク実行委員
会があり、ロータリークラブの多くの方々が参
加されています。
　「地域での体験と地域の人々のふれあいが子供
達を育てます」と上越「ゆめ」チャレンジ事業
として「学ぶこと」「働くこと」「生きること」
中学生の職場体験とし活動しておられます。
　一部体験を紹介します。

事業所の声

　生徒さんたちの若い力とさわやかな風が会社

に吹き込み、大変刺激となりました。ややマン
ネリ化、高齢化した社員の教育、社員同士のコ
ミュニケーションが良くなり職場に活気と緊張
が生まれた 5 日間でした。

地域や職場の活性化を図ることができます
中学校の教育への参画を通して、社会貢献を
行うことができます
将来に向けた地域の産業を担う人材の育成を
図ることができます
地域の中学生や学校教育への理解を深めるこ
とができます
指導に当たる社員の意識が向上します
地域における貴事業所の認知度が向上します。

子ども達、保護者、学校職員の声

＊どんな職業でもつらいことや、辞めたいと思
うことがあるけれど、そこで辞めるのではなく、
乗り越えてこそ「やって良かった」という気持
ちが持てるのだと保育園の先生方の姿を見て感
じました。
＊「大丈夫なのだろうか」と、とても心配でした。
しかし、毎日とても楽しそうに出かけ、「楽しか
った」とたくさんの話を聞かせてくれました。
親子で働くことを語り合え、私も楽しい日々で
した。
＊生徒の働く様子から、学校とは違った姿や良
さを発揮する一面を発見する事が出来ました。
また、事業所の方の話を聞き、地域の中で学校
がどのように見られ、期待されているのかも知
る事ができました。

　このように充実した職場体験は、地域の産業
を支える人材を育成することができます。事業
所にとっても職業貢献だけでなく、地域や職場
の活性化を図ることになります。次年度も継続
していただけたら幸いです。

職業奉仕委員会報告

職業奉仕委員長
（新潟万代ＲＣ）

柴　野　俊　子

1）
2）

3）

4）

5）
6）
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　昨年 7 月 1 日よりスタートしました、植木ガ

バナー年度も後僅かとなり、月日の経つ早さを

感じます。社会奉仕委員会は、職業奉仕という

身近な基盤にのっとり展開してきました。職業

奉仕は、自己の職場という舞台がありますから、

比較的取り組みやすいところもあります。

　しかし、社会奉仕となりますと、余りにも範

囲が広すぎて、どこから手を付けて良いか分か

らないというのが実感でした。

　そこで、植木ガバナー年度では、地域の実態

を一番よく知っている各クラブ単位で、地域へ

独自の奉仕をすることを基本と考えて参りました。

更に、2560 地区全体として以下の三つの活動を

お願いして参りました。

１．地域に根ざした社会奉仕の推進

　各クラブ或いは地区単位で、今まで継続さ

れて来た活動、また、新たに地域に見合った

奉仕活動の推進をお願いして参りました。

２．防災セミナーの開催

　平成 21 年 10 月 3 日、植木ガバナーご出席

のもと、総数 37 名の参加を戴き、旧山古志村

に平成 19 年 10 月、「山の暮らし再生拠点施設」

の目的で建設された別称、「ロータリーハウス」

に於いて開催致しました。

　講師には防災に造詣が深い、造形大学の平

井教授からご指導を頂きました。

　午前中は復興された現地を案内して頂き、

午後からは四班に分かれて「平時の心構えと

組織の在り方」、「災害発生直後の対応」、「発

生一週間後以降の支援の在り方」について討

論して纏め、各リーダーから発表して頂き、

意義あるセミナーでした。

３．拉致被害者救出への意志表明と

　　「ブルーリボンバッジ運動」の展開

　拉致被害者家族支援活動をロータリーの皆

さんとご一緒に展開させて頂きました。昨年

の 11 月に横田滋さん、中村クニさんからご出

席頂き、長岡のリリックホールで、長岡東Ｒ

Ｃの五十嵐郊味さんと拉致被害者家族支援の

リサイタルを共催で開催させて頂きました。

650 名という大勢の皆様からご賛同頂き感謝

致します。また、「ブルーリボンバッジ」の販

売にご協力頂き有難う御座いました。約 4,000

個販売して頂きました。

　製作費、経費等を除き、拉致被害者家族へ

支援金としてお渡し致したいと思います。

　 1 年間のご協力大変有難う御座いました。

社会奉仕委員会の活動を振り返って

社会奉仕委員長
（長岡東ＲＣ）

田　中　哲　雄

12
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国際奉仕委員会報告

国際奉仕委員長
（新潟東ＲＣ）

立　川　龍　雄

13

　国際奉仕委員会は、世界社会奉仕・友情交換

委員会、青少年交換委員会で構成されています。

　植木年度の 7 月 16 日柏崎商工会議所で地区内

のロータリークラブの国際奉仕関係の委員長さ

んを対象に国際フォーラムを、ガバナー地区役員、

各ロータリークラブ委員長、約 60 名で開催しま

した。国際奉仕に理解を持ってもらうように、

マッチンググランド、姉妹友好ロータリークラブ、

一年交換学生等々の現状・体験談を話してもら

いました。

　来年度東山年度には姉妹友好ロータリークラ

ブを調印出来そうなクラブも 2 クラブほど有り

ます。楽しみです。

　3 月 3 日より国際ロータリー第 3800 地区フィ

リピンと地区対地区のマッチンググランドを計

画し、財団委員会と合同で調査視察に 14 名で

フィリピンの第 3800 地区へ行って来ました。

マッチンググランドの内容を相談し、今後の計

画を討議してきました。現在多くの要望が当地

区にきています。

　青少年交換委員会では、受入一年交換学生 4 名、

派遣一年交換学生 3 名をアメリカ・ブラジル・

タイに各々受入、派遣をしました。

　今後、まだ一年交換学生、派遣の経験のない

クラブに是非、国際理解のため考えてみてくだ

さい。お願い致します。

新潟東

新発田

新　潟

新潟北

7 1 5 0

3 3 5 0

4 6 4 0

6 2 5 0

U.S.A

Thailand

Brazil

U.S.A

敬 和 学 園 高 校

敬 和 学 園 高 校

敬 和 学 園 高 校

東京学館新潟高校

敬 和 学 園 高 校

東京学館新潟高校

敬 和 学 園 高 校

受入高校名 出身国 推薦地区 推薦ＲＣ ホストＲＣ

ホストＲＣ

氏　　　名

在学校名

新　潟

新潟北

新潟東

推薦ＲＣ

ブラジル

アメリカ

アメリカ

派遣国

4 6 4 0

6 4 6 0

5 9 1 0

派遣地区氏　　　名

塚　田　治　幸

木　下　博　登

櫻　井　志　保

Julia  Lauren  Whipple

Awika  Lappromarattana

Stefano  Regattieri  Schisler

Andreina  Josette  Patilliet

Auburn

Bangkhorlaem

Foz  do  Iguacu

Janesville  Noon

2009－10年度　受入一年交換学生名簿

2009－10年度　派遣一年交換学生名簿

Medianeira  Rio  Alegria

Land  of  Goshen

Nacogdoches
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　5 月 10 ～ 13 日 3 泊 4 日にて 1 年交換学生の関
西旅行に行ってきました。
　タイのジャン、アメリカのアンドリーナとジ
ュリアの 3 人娘と国際奉仕委員長の立川さん、
青少年交換委員の加藤の 5 名の一行でした。ブ
ラジルのステファーノは直前にバスケットボー
ルで捻挫してしまい残念ながら新潟に居残りで
した。
　初日は大阪のＵＳＪで雨の中ほとんどのアト
ラクションを回る元気にオジさんたちは付いて
いけず、遠くで見守っていました。夜は本場の
お好み焼きを体験しミナミ、えびす橋付近を散
策しました。翌日からはジャンボタクシーを貸
切り奈良、京都をじっくり 3 日間みて歩きました。
事前に各自が予習をしており、漢字で書かれた
見学希望リストを見た運転手さんは目を白黒さ
せていました。東映映画村では武蔵、舞妓、

お姫様に扮し記念撮影したり、忍者と触れ合っ
たりと大はしゃぎでした。一方で神社仏閣では
食い入るように真剣なまなざしで見学しており、
日本の歴史への関心、勉強意欲はすばらしいも
のがありました。特に坂本龍馬が暗殺された寺
田屋ではジュリアが龍馬を熱く語り、「私は歴女
だから」と言ったことには舌を巻きました。
　最後の夜には ROTEX で京都外国語大学に通っ
ている塚田忠幸君、吉田加奈子さんが駆けつけ
てくれて楽しい夕食の後、ボウリングで汗を流
しました。
　何事のトラブルもなく、良い思い出と共に無
事に帰ってきました。学生たちがとても喜んで
くれたことで疲れも飛びましたが、私には 10ヶ
月の日本滞在でこれほど日本語が堪能になり、
日本文化を理解できる高校生たちに感服させら
れた旅でした。

交換学生の関西旅行
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　新世代奉仕委員会の中で、インターアクター

及びローターアクターの減少傾向が続いており

ましたが、柏崎東ロータリークラブの提唱によ

り新潟産業大学附属高等学校インターアクトク

ラブが設立されました。村松高校インターアク

トクラブの設立以来約 6 年ぶりとなります。

　今後もインターアクト・ローターアクトのク

ラブ設立や活動に対しましてご理解とご協力を

お願い申し上げます。尚、各委員会の活動に付

きましては、地区ロータリアンの皆様のご支援

に心より感謝申し上げます。各小委員会の活動

は以下の通りです。

（1）インターアクト委員会／鈴木滋弥委員長

　年初計画であります　①インターアクト

年次大会　②インターアクト海外研修　③上・

中・下越の 3 地区別の献血キャンペーン、

防災セミナーを達成できました。また特筆

すべきは新インターアクトクラブの誕生で

県内クラブ数が 12 校となりました。

（2）ローターアクト委員会／本山秀樹委員長

　地区ローターアクトの皆様には、長岡の

国体会場での早朝からの清掃活動等、心か

ら感謝申し上げます。また厳寒の韓国研修

旅行やアクトの力が結集した地区大会など

貴重な経験をさせていただきました。

（3）ライラ委員会／味方信彰委員長

10 月 31 日～ 11 月 1 日の 2 日間、新潟市学

生総合会館にて 100 名を超える研修生と 70

名以上のロータリアンの参加・登録をいた

だき盛況のうちに終了することが出来ました。

今回のライラ研修は、NPO 法人「人間未来

２１」理事長竹内譲氏を迎え「未来はあな

たの手の中に～自分が源泉～」をテーマに

「心の学校（人生塾）」を開催いたしました。

新世代奉仕委員会の活動を顧みて

新世代奉仕委員長
（柏崎東ＲＣ）

今　井　典　範



　2010 年 3 月 19 日付にて、国際ロータリーに新

潟産業大学附属高等学校インターアクトクラブ

が加盟承認されました。設立時点での会員数は

15 名で、提唱クラブは柏崎東ロータリークラブ

です。

　昨年の 9 月より、柏崎東ロータリークラブの

新世代奉仕委員会が中心となりまして、設立に

向けて学校関係者と協議を重ねて来た結果、第

2560 地区で 12 番目のインターアクトクラブとし

て、認証状伝達式を 5 月 21 日に実施することが

できました。

　当日は、会田柏崎市長をはじめとする御来賓

をお迎えし、植木ガバナーほか地区役員のご出

席のもと伝達式を挙行し、その後インターアク

ターとの昼食会、そしてアトラクションの催し等、

プログラムを予定通りに進めていただきました。

　この式典の準備、運営を担当して下さいまし

た柏崎東ロータリークラブと小野校長先生、顧

問教師、そしてインターアクターの皆様に心よ

り感謝と御礼を申し上げます。

新潟産業大学附属高等学校　　　
インターアクトクラブの設立報告

新世代奉仕委員長
（柏崎東ＲＣ）

今　井　典　範

THE FUTURE OF ROTARY IS IN YOUR HANDS
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ロータリー財団の所感と御礼

ロータリー財団委員長
（三条北ＲＣ）

中　條　耕　二

　ロータリー財団の使命は、地域、全国、国際

レベルで人道的、教育的、文化交流のプログラ

ムを通じて、世界理解と世界平和に寄与するこ

とと認識し、財団委員会としてチームワークを

発揮し、一同誠実に確実に会を重ねて努力した

植木年度でありました。

　植木ガバナーの一人 100 ドルの達成は言うに

及ばず、全国でも中から上の成果を挙げた実績

に 57 クラブのご協力の賜物と感謝とお礼を申し

上げます。

　特に、ＲＩ第 3800 地区とのマッチンググラン

トは、国際奉仕委員会と手を組んで、「将来の夢

と希望」をフィリピンのロータリアンに与える

快挙であったと思っております。

　財団と国際奉仕の両委員会の活躍は、植木ガ

バナー始めスタッフの皆様のお陰と地区の方々

のご支援があったからと信じております。

　ロータリアンが活動を通じて生涯の友達にな

れるのは、私たちの特権ではないでしょうか。

　4 月にはシカゴでロータリーの立法機関の規定

審議会があり、地区を代表して出席して参り、

ポリオ撲滅のために財団が世界に貢献している

ことが解りました。あと 1％のために財団の最後

の努力、もう一歩の所まできました。ポストポ

リオを論じ始め、財団としての奉仕活動を模索

しております。

　地区の活動に対しても、DDF、WF と資金の

バックアップあり、国際親善奨学生の募集活動

等、結果が数字にでる委員会のつとめを各小委

員長共々果たしてゆく決意を新たにしております。

当委員会は三年委員が原則であり、お蔭様で植

木年度の立派な成果を次の東山年度につなげて

ゆきたいと会合を重ねております。57 クラブの

諸兄のご支援とご協力に感謝して所感とさせて

頂きます。

17
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　植木年度は一人当たりの寄付目標額を 18,000

円と決めて、各クラブの委員長の御協力のもと

活動を行ってきました。その結果一人当たりの

寄付額は 18,300 円、総額 38,650,292 円と見事に

目標を達成する事が出来、全国 34 地区中 8 位と

いう結果を出すことができました。2560 地区の

皆様のご協力に感謝し、御礼を申し上げます。

皆様の心温まる御寄付のもと、25 名の米山奨学

生（12ヶ国・8 大学）に支援をさせて頂きました。

　米山奨学委員会は、8 月の奨学生とカウンセラ

ーの親睦交流会を最初の行事とし、セミナー・

研修会など 6 月まで毎月のように行事を行い、

楽しい想い出を沢山作ることが出来ました。

　是非、ロータリアンの皆様も寄付する楽しみ

を存分に味わって頂きたいと思います。これか

らも、皆様のご協力をお願い致します。

米山奨学委員会の一年を振り返り

米山奨学委員長
（新潟中央ＲＣ）

箕　輪　光　泰
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2009～2010年度周年行事

長 岡 東 Ｒ Ｃ 5 0 周 年

新 井 Ｒ Ｃ 5 0 周 年

新 潟 南 Ｒ Ｃ 5 0 周 年

村 上 岩 船 Ｒ Ｃ 1 0 周 年

村 上 Ｒ Ｃ 5 0 周 年

燕 Ｒ Ｃ 5 0 周 年

越 後 春 日 山 Ｒ Ｃ 1 5 周 年

新 潟 Ｒ Ｃ 7 0 周 年

水 原 Ｒ Ｃ 5 0 周 年

佐 渡 Ｒ Ｃ 4 0 周 年

糸 魚 川 中 央 Ｒ Ｃ 3 0 周 年

豊 栄 Ｒ Ｃ 4 0 周 年

11月

11月

11月

2 月

3 月

4 月

4 月

4 月

5 月

5 月

6 月

6 月

7 日

8 日

28日

20日

28日

10日

11日

23日

16日

23日

6 日

12日

ホテルニューオータニ長岡

新井市総合文化ホール

ホテルオークラ新潟

汐　美　荘

ホテル大観荘

ワシントンホテル

ホテルハイマート

イタリア軒

水原保健センター五十嵐ガーデン

花月ホテル

ホテル糸魚川

北区文化会館

月　日 周　年　行　事 会　　　　　場
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ロータリー財団・米山記念奨学金寄付金　分区別寄付表
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　平成 22 年 5 月 29 日（土曜日）柏崎・風の陣が

賑やかに開催され、海岸を渡る風も清々しい午

後 5 時、ロータリー山の会に参加される会員が

柏崎海洋センター  シーユース雷音に集いました。

　日本海の夕焼けが手に取れる程の所に、一年

ぶりの再会を喜び、日頃のロータリー活動や山

歩き、趣味や健康の話しに、植木ガバナーを囲

んで和気あいあいと親睦の和が深まりました。

　前夜祭（懇親会）には、18 名の方々にご参加

頂き、郷土のお酒や嗜好品を味わいながら、翌

朝の米山登山へと、想いを巡らせ午後 11 時消灯。

　翌 5 月 30 日（日曜日）午前 8 時  米山登山に

26 名の方々が挑みました。

　午前 9 時 大平登山口より、ぬかるんだ登山道

を進みます。

　穏やかな天候でしたが、標高が高くなる内に

ガスの中。幻想的なブナ林を楽しみながら、更

に高度を上げて行きました。新緑の登山道、山桜、

ドウダンツツジ、シラネアオイや山野草と次々

に登山者を励ましてくれます。

　セブンイレブンと言われる休憩場を過ぎると、

もうひと頑張り。

　頂上の米山薬師様の前で 26 名全員の登頂を

祝い乾杯し、記念撮影。

　30 代～ 70 代の会員が楽しい時間を共有し、爽

やかな空気と輝く日本海の雄大な展望を、米山

登山のお土産にして、南は新井ＲＣへ、北は中

条胎内ＲＣへと、持ち帰って頂きました。

　2009 － 10 年ロータリー山の会が、皆様のご協

力により、無事に終了しましたので、報告いた

します。

ロータリー「山の会」 米山登山の報告ロータリー「山の会」 米山登山の報告

（中条胎内ＲＣ）
鹿　嶋　和　子山の会幹事
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年月日 行　事 会　場
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2009～2010年度地区主要行事（植木ガバナー関連）

植木ガバナー体制スタート

公式訪問開始

ガバナー会

財団地域セミナー

第 17 回ガバナー連絡会

国際奉仕フォーラム

会員増強セミナー

 IA 年次大会

第 3 回地区運営会議

第 2 回地区諮問委員会

第 1 回ロータリー財団セミナー

第 2 分区 IM

米山奨学親睦交流会

2009 年度第一回評議員会（東京）

青少年交換オリエンテーション

第 5 分区 IM

東山 GE 事務所開所式

ガバナーエレクト研修セミナー

第 3 分区 IM

第 4 分区 IM

第 7 分区 IM

第 6 分区 IM

米山奨学委員長セミナー

社会奉仕委員会防災セミナー

ゴルフ大会

第 1 分区 IM

RI 会長代理歓迎晩餐会

地区大会

ライラ研修会

ライラ研修会

長岡東 RC 50 周年

新井 RC 50 周年

ロータリー研修会（東京）

第 19 回ガバナー連絡会

新潟南 RC 50 周年

米山奨学生学友会総会

東山年度第 1 回地区運営会議

グランドプリンス高輪

グランドプリンス高輪

岬館

柏崎商工会議所

柏崎産業文化会館

メトロポリタン松島

メトロポリタン松島

柏崎商工会議所

柏崎商工会議所

ホテルオークラ新潟

ホテル新潟

デュオセレッソ

新高輪

割烹  一楽

三条市中央公民館

ホテル糸魚川

ニュー・グリンピア津南

柏崎商工会議所

ロータリーハウス

柏崎商工会議所

柏崎カントリークラブ

瀬波温泉・ホテル汐美荘

柏崎市総合体育館

新井市総合文化ホール

二洲楼（三条）

ホテルオークラ新潟

ホテルオークラ新潟

岬館

宇喜世

韓国  ソウル

ホテルオークラ新潟

サンディエゴ

デュオ・セレッソ

岬館

柏崎商工会議所

デュオ・セレッソ

汐美荘

柏崎  乃佐和

やすね

柏崎商工会議所

ホテル大観荘

京都グランドプリンス

ワシントンホテル

万代シルバーホテル

ガレッソホール

ホテルハイマート

イタリア軒

シカゴ

やすね

花月ホテル

シーユース雷音（柏崎）

三条

新発田

ホテル糸魚川

北区文化会館

岬館

1 ㈬

2 ㈭

11㈯

16㈭

18㈯

1 ㈯

1 ㈯

23㈰

23㈰

29㈯

29㈯

30㈰

5 ㈯

5 ㈯

6 ㈰

12㈯

12㈯

12㈯

27㈰

3 ㈯

3 ㈯

6 ㈫

8 ㈭

11㈰

17㈯

18㈰

31㈯

1 ㈰

7 ㈯

8 ㈰

22㈰

28㈯

5 ㈯

13㈰

19㈯

会員増強および拡大月間

新世代のための月間

職業奉仕月間

ロータリー財団月間

家族月間

ローターアクト海外研修

2010 年度米山奨学選考会

国際協議会

全国ライラ研究会

東山年度地区運営会議

第 4 回地区運営会議

第 2 回米山奨学委員長セミナー

RA 地区大会

村上岩船 RC 10 周年

第 20 回ガバナー連絡会

米山奨学生歓送迎会

東山年度 PETS

インターアクト海外研修（台湾）

第 2 回ロータリー財団セミナー

村上 RC 50 周年

ガバナー会

燕 RC 50 周年

米山カウンセラー研修会

越後春日山 RC 15 周年

新潟 RC 70 周年

規定審議会

米山奨学オリエンテーション

水原 RC 50 周年

東山年度地区協議会

佐渡 RC 40 周年

山の会

RA 地区協議会

糸魚川中央 RC 30 周年

豊栄 RC 40 周年

国際大会（モントリオール）

植木年度感謝の夕べ

R 財団国際親善奨学生学友会

ロータリー理解推進月間

世界理解月間

識字率向上月間

ロータリー雑誌月間

ロータリー親睦活動月間

19㈰～20㈪

11㈮～12㈯

17㈫～20㈮

16㈯

30㈯

6 ㈯

11㈭

13㈯

13㈯

20㈯

20㈯

27㈯

6 ㈯

13㈯

27㈯

28㈰

3 ㈯

10㈯

10㈯

10㈯

11㈰

23㈮

8 ㈯

16㈰

22㈯

23㈰

29㈯

29㈯

30㈰

6 ㈰

12㈯

26㈯

27㈰

9 ㈯～11㈪

18㈪～28㈭

25㈭～28㈰

25㈰～30㈮

20㈰～23㈬

学生総合プラザ
「ステップ」

学生総合プラザ
「ステップ」

品川グランド
プリンスホテル  瑞光

グランドプリンスホテル
新高輪

ANAクラウンプラザ
ホテル新潟

ANAクラウンプラザ
ホテル新潟

ANAクラウンプラザ
ホテル新潟

水原保健センター
五十嵐ガーデン

長岡ニュー
オータニホテル

ホテル
ニューオータニ長岡

ホテル
ニューオータニ長岡

ホテルパシフィック
メリディアン

ホテル・メトロポリタン
松島

2009 － 10 年度地区ロータリー
財団国際親善奨学生選考会

インターアクト海外研修
オリエンテーション

2011 － 12 年度国際親善奨学金
募集説明会

新発田城お堀の環境保全活動
（新発田 RC 事業）

ロータリー財団国際親善奨学生
オリエンテーション

第 3 回地区諮問委員会兼
東山 GE 渡米壮行会

7
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

年月日 行　事 会　場

2
0
0
9
年

2
0
1
0
年
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第2560地区　2009～2010年度６月末時点出席報告

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

※この月信は再生紙を使用しています。



RID2560 2009-10 年度 ガバナー月信総集編 
 

 
 

期間中に、事務局へご連絡頂いた会員様は、次の方々です。（順不同） 

 

所 属 Ｒ Ｃ 入 会 日 氏 名 職 業 
 

新潟ロータリークラブ 2010.6.15 福島 晃 ㈱損害保険ジャパン 

執行役員新潟支店長 

 

新潟北ロータリークラブ 2010.1.18 平原 郁裕 ㈱平原建設 

専務取締役 

 

新潟北ロータリークラブ 2010.3.15 渡辺 智彦 新潟県基準寝具㈱ 

代表取締役 

 

新潟北ロータリークラブ 2010.3.29 上田 和男 (有)豊スチール工業 

代表取締役 

 

新潟北ロータリークラブ 2010.4.26 高橋 義博 (有)シンクエンジニアリング 

代表取締役 

 

加茂ロータリークラブ 2010.6.17 長谷川 敬 ニイガタ重量㈱ 

代表取締役 

 

新井ロータリークラブ 2010.6.2 樋口 治雄 日本曹達㈱二本木工場 

工場長 

 

頸北ロータリークラブ 2010.6.29 渡邉 輝美 桶孫造花店 

 代表 

 

越後春日山ロータリークラブ＊ 2010.4.11 関原 英里子 (有)京美容室 

  代表取締役 

 

越後春日山ロータリークラブ＊ 2010.4.11 武田 佳子 トータルセラピー自然館 

店長 

 

越後春日山ロータリークラブ＊ 2010.4.11 宮田 真 (有)上越ケミカル 

取締役統括部長 

 

越後春日山ロータリークラブ＊ 2010.4.11 福崎 義則 (有)フクザキ  

代表取締役 

 

 

 

 

   

＊月信 6 月でお名前とご職業のみご紹介いたしました《越後春日山ロータリークラブ》新会員 

4 名様は、お写真と共に本号で改めてご紹介させて頂きました。 
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福島 晃 平原 郁裕 渡辺 智彦 

   

   
上田 和男 高橋 義博 長谷川 敬 

   

 
  

樋口 治雄 関原 英里子 武田 佳子 
   

  

 

宮田 真 福崎 義則  

 




